20130127　1部礼拝
福音の核心に目覚めて（ルカ18:31-34)
いろいろなことがあるでしょうけれど、イエス様のことを信じることができたことより大きなことはありません。それこそ奇跡です。ですから、いつでもどんなときでも「私は幸い」と言える存在であることを忘れないでいただきたいと思います。今現在も多くの人が様々な苦しみの中にいて、しかし、答えがないままさまよい続けています。また、ほとんどの人がそのような悩みを抱えているにもかかわらず、いろいろな形でそれを隠し、我慢して生きているという状態です。彼らに本当にクリスチャンの助けが必要であるし、神様から与えられた真の答えが本当に彼らに必要なのに、その答えを持っている信徒、クリスチャンが実は自分の限界にぶつかってアップアップし、無気力でまったく力のない状態にいるということも残念ながら現実です。神様は私たちを召されたときにそのように生きるために召されたわけではありません。どんなに弱い人であれ、条件がどんな条件であれ、どのような過去を生きてきたにもかかわらずクリスチャンであれば、信徒であれば現場で答えのないまま苦しみの中を歩いて、ときにはそれをどうにか隠し頑張っている人々に真の答えを与えて彼らを助けることができる勝利者として召されました。けれども、現実ではそれとはあまりにも遠くかけ離れているというのが悲しいことではないでしょうか。そこにはいろいろな理由があるでしょうが、実は教会に通っていてクリスチャンとは名乗りますが、神から与えられている福音の内容がよくわかっていないとそうなってしまいます。ときにはいろいろなきっかけで一生懸命、奉仕して頑張るときもあるのでしょうが、本当の福音を正しく理解していないと結局は限界にぶつかるしかありません。あるいは、もっと残念なのは福音のメッセージを聞いていたにもかかわらず、何かの理由でその福音の一番大切な核心部分が隠されていて、そこからその人の信仰の中心が遠ざかっている場合は無気力になるしかないし、頑張るのは一時的なもので必ず自分の限界にぶつかりそれを超えることができません。言葉を変えますとこうなります。私たちがクリスチャンであれば神様から与えられている福音、そして、福音の核心部分さえ自分自身に回復できれば、私たちが今患っている、ぶつかっている限界、弱さ、無気力などはすべて崩れ落ちて、クリスチャンの私たちはだれでも現場を生かす、現場を征服する勝利の主人公としてしっかり立つことができるということです。それを神様のメッセージとして心に受け止めて、約束の御言葉として握っていただきたいと思います。皆さんはそのような祝福を神様が用意して、そのために召されている方々です。そういう意味でだれがなんと言おうが神様の目には皆さんは尊い者、尊い存在、人間的な表現で申し上げるとかわいくて、かわいくてしょうがない方々です。ただ、張本人たちがそれに気づいていないだけです。なにかが隠している、なにかが目をくらませることによってそこに目が届かないように、気づかないように邪魔されているのです。それさえとっぱらえば勝利の門が必ず開かれます。今皆さんはどんな現実の中でアップアップしているのでしょうか。どんな悩み事で頭がいっぱいでしょうか。皆さんは自分自身のどんな限界でいつもその前で倒れて、それを繰り返していらっしゃるのでしょうか。それはいつものことで仕方がないとあきらめてはいけません。神様はそれをすべてふり払って、それを乗り越え勝利できて、現場を征服できる勝利の主人公にしてくださいます。そのために召されたのですから。せっかく召されているのにもったいないではないでしょうか。
ですから、そんな自分自身を省みながら約束の御言葉をしっかりと握ってください。福音を回復し、とくに福音の核心部分を回復することによって、今私が問題だと思っている、今引っかかっている様々なことすべてが崩れ落ちて勝利できるのです。このような簡単なある意味素晴らしい答えがどこにあるでしょうか。結局、人間の問題と言うのは未信者の場合はこの福音の内容が最初から見えません。それでパウロがお話しているように、未信者の目には十字架のお話が愚かなものに聞こえるのです。幸い、「それが私たちの人生の答えです」とわかってきてイエス様を信じたにもかかわらず、クリスチャンの問題はその福音の一番大事な核心部分が未信者と同じレベルで隠されています。愚かなものとは言わないのですが、自分自身にとって、自分の人生、自分の様々な問題などに直結しません。ただ言葉だけが勝手に一人歩きしているような感じです。そこを修正すればよいのです。他に問題があるわけではありません。皆さんぜひ勘違い、誤解を解いていただきたいと思います。クリスチャンはこの神様の答えが正確に分かっていないので、ついつい他のなにかに問題があるかのようにずっとそれに捕らわれてだまされています。そうではありません。この福音の核心部分、イエス・キリストの十字架と復活、これが自分のすべてに直結するようになったときから、人生、具体的に勝利者として変わるようになり、またその位置が切り替わるようになるということを覚えていただきたいと思います。

今日、イエス様がもうそろそろ最後のときを迎えてエルサレムの方に昇ろうとしていて、そこに向かっていく途中です。これからはまたガリラヤに行ったりどこかに行ったりすることはありません。最後の十字架に向かって行かれるのみです。それで弟子たちに言いました。今まで弟子たちは3年間ずっとイエスさまに同行しながら、いろいろなことを見ながら、お話を聞きながら、告白もしながら歩いてきた者です。それでイエス様は預言者が書いたとおりに、人の子、イエス様はこれから異邦人に引き渡されてあざけられ唾をかけられて、結局は打たれて殺されるようになるという話をされました。これが福音の一番の核心部分です。それなのに、すべてを捨ててイエス様に従っていた弟子たちが何一つイエス様がおっしゃることが分かりませんでした。「イエスさまは神の御子です。イスラエルの真の王様です」と告白してついて行った者です。それにもかかわらず分かりませんでした。それで聖書にはこの部分は弟子たちに今のところ隠されていた、お話を聞いていてもそれが聞こえてこないとあります。イエス様が初めてお話をして、初めて聞くお話ではありません。実は旧約の最初からずっと言われてきたものです。そして、彼らは毎年、過越しの小羊を殺していけにえを捧げたり、祭りを行ったりをずっとやってきました。それがそのような話なのに彼らはそういうことは守りつつ、でも意味が分かっていませんでした。聞こえてない、何一つ理解できない、まさかそんなことはありえません。もうそろそろ、もうまもなくローマを全部砕いて私たちが官房長官や外務大臣くらいになるだろうと思っていました。そこでイエス・キリストご自身が、彼らが王様と信じていたイエス様が辱められ唾をかけられ結局、殺されるという話はどういう話なのか。「今イエス様はボケていらっしゃるのか」という感じでした。結局、彼らはイエス様が十字架にかけられたときにひとり残らず全部逃げて行きました。自分の故郷に戻ったり、昔に戻ったりしました。限界を見るようになったのです。そこが問題です。彼らは、この言葉が、福音の核心部分が隠されていて理解できなかった。しかも何一つと言われています。ここが問題です。今も同じです。サタン、悪魔がやっていることは他のことはありません。未信者には十字架のことが愚かに見えるように。それから、クリスチャンの場合にはそれが隠されていて自分のものにならないように、核心なのに核心部分にならないように隠してしまいます。ときには過去の傷によって隠れる場合もあります。ときには今現在ある状況や環境の大変さによってそれが隠れる場合があります。逆に神様は「だからこそ十字架だよ」と訴えて叫んでいらっしゃるのに、クリスチャンの場合はよくも見事に悪魔に操られています。今大学の受験が大変なので十字架などは遠い昔の話のように思ったり、「今会社がものすごく忙しいので、今仕事で精一杯なので十字架などの話は余裕のあるときにします」とか、「それは聖書の中の話だ」とかどこかで隠してしまいます。ペテロとヨハネはそのときはイエス様が十字架にかかる前なのでよっぽど理解できなかったかもしれません。幸い私たちはイエス・キリストが十字架にかけられて、実際、よみがえられたあとイエス様を信じるようになりました。そのお話を聞いて「アーメン」とする幸いな時代を生きるようになったにもかかわらず、それが分かっているにもかかわらず、なにかの理由でなんらかの形で隠されている、そこが限界を見る、そして、クリスチャンでありながらも無気力で余計な様々な問題に引っかかって力を失い倒れてしまう理由であることを覚えていただきたいと思います。ある意味、神様は今もなにかのことが、それ自体と表にあるそれだけではなく様々なことをとおしてこの核心部分を実際的にクリスチャンの私たちに回復させるために働いている方です。それがあれば限界は乗り越えられて違う世界に入るようになりますので。今まで心配していて、今まで引っかかっていた世界を振り払って別の世界、違う世界に入るようになりますので。私たちはずっとクリスチャンでありながらも一番残念なのは、神の国と言う別の世界があるのに、クリスチャンでありながらもクリスチャンの特権なのにそこに足を踏み入れることができないまま、未信者、以前、過去と同じ世界に留まって良い悪い、どうしようという状態がずっと続きます。たとえばカナンに入れないまま荒野をグルグル回るような感じで何と残念でしょうか。そこを早く抜け出さないといけません。そこは良いか悪いかは別にして、問題があるかは別にして私たちが住む世界ではありません。卒業しないといけません。それなのに福音の核心部分が隠されていることによってそれに足が引っ張られ止められている状態が続きます。そこをぜひ今日の礼拝をとおして吟味し脱出する答えが祈りたいと思います。皆さんはただなにを飲むか食べるかのために心配して競争し、そのために一生懸命頑張ってまじめに生きる獣のような人間ではありません。光の子ども、神の子どもです。それなのになぜ今日の弟子たちのように、しかも弟子たちはまだ見ていないから、もちろんこれもなにかによって隠されていることです。サタンは隠す特技を持っています。

イエス様の十字架と復活のあとでもこれを隠される本当の理由はどこにあるのかを正しく見つけ出して、私たちはこの部分を回復しないといけません。それは実はこのイエス・キリストの十字架と復活が絶対的に必要とされる罪の恐ろしさがよく分かっていない、つまり、罪がなにか分かって、罪の恐ろしさを正しく理解して分かったときに福音を回復して、福音の核心部分がクローズアップされ絶対的なものになります。なにものも、どんなことも手を触れることができないところにそれがしっかり置かれるようになります。罪がどれほど深刻なものなのかをしっかり理解したときに初めて福音がなにか理解でき、しかもその福音の核心部分、十字架と復活の話が、なにかのことでモヤモヤ隠れていたところからそれが全部破れて光が照らされるように、光の中にそれが現れるように明らかにされます。
皆さんは罪のことをどのように理解されているのでしょうか。いろいろな理解があるでしょうが聖書を見ますとまず罪のことを法律的に理解する場合があります。法律やなにかの決まりがあってそれを破ると罪、それに満たなかった場合に罪、世の中で裁判をしたり警察が逮捕したりという内容は法的な意味での罪です。もちろんそれも罪でしょう。でも罪はそんなものでしょうか。もし法律によってそれを基準にして理解している罪であれば、罪を犯した場合に刑務所に入ったり、刑期をきちんとまっとうすればよいのです。それで罪の問題が解決できるものでしょうか。そんなに罪とは軽いものでしょうか。それより恐ろしくて、それより深刻なものです。そして、その法律に引っかからなくても罪だというもう一段階上の理解がありますが、それが道徳的、倫理的、良心的な理解というものがあります。それに引っかかることが罪だと。だから、罪責感、良心の呵責などによって苦しめられる場合があるし、それをどうにかなんとかしようとしていろいろなことをします。もちろん、それも罪でしょうが本当に聖書が教えている罪、また私たちが正しく理解していないといけない罪、私たちが許されないといけない、解決しないといけない罪というものはその程度の、そのレベルのものでしょうか。そうならば十字架は要らないかもしれません。でも罪は私たちがどう理解しようが世の中で何をどう言おうがそのようなことではなく、聖書にはその罪が霊的な次元のものであり、霊的な問題だと教えています。それで深刻です。罪は単純な道徳を破るとか法律を破るというものではなく、創造主でありいのちの根源である神様から離れたこと、神を裏切ったことであり、神様の関係はすべて壊れて破壊されたことであり、そのことによって神から与えられる祝福によって成り立つのが人間、また人生なのにその祝福が根こそぎまるごとすべて崩壊してしまったのを罪と言います。
それで聖書にはローマの手紙3章23節にすべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができないとあります。ですから、神様のことを知らない、信じないことが「あの人が罪人だ」という一番の証拠です。罪は神様との関係に生じるものです。それを抜きにして結果としてこれだ、あれだ、あれが罪だと意識して、クリスチャンの方でも聖書がこのように言って、教会でも教えるにもかかわらず「アーメン」と言いながらも自分の脳細胞の中では罪は法的、道徳的というままです。だから、十字架がクローズアップされません。必死になってすべてを消して、正確に申し上げるとすべてが消されて十字架がクローズアップされるべきなのにそうなりません。その十字架の前でいろいろな文句、理論、雑なものがたくさんくっついています。それでは無気力になるしかありません。良いか悪いか、それが必要なのかどうか関係ありません。すべてがちりあくたのようにならないといけないのに力をいまだにふるっています。なぜでしょうか。罪がなにか分かっていないからです。皆さんは自分の罪、自分が罪人だということをどのように理解しているのでしょうか。霊的な次元の話です。神との関係が崩壊し破壊されたことです。その結果、人は死んでしまいました。その肉体も含めてそれよりももっと根本的な話です。罪から来る報酬は死です。これが罪です。暗闇、運命の力に捕らわれすべての祝福を根底から全部失ってしまったということを死と言います。死の力に捕らわれて滅びるようになっているし、滅びるしかない運命の力に捕らわれて、人間が死んだあとは結局、この罪によって裁かれて永遠の地獄に行くしかないものを罪と言います。へブル9章27節には、人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっているとあります。最後の日、神の前で裁かれて永遠の滅びのほうに行くしかない材料、原因のことを罪と言います。単純な話ではありません。恐ろしい話です。
そして、罪というものは結果的にそうなりますが、生きている間に残念ながら生まれながら世の神と言われている目に見えず、人の人生を壊し神に敵対する偽りの父と呼ばれている詐欺師中の詐欺師、悪魔、サタンの手に捕らわれて支配されるようになることを罪と言います。あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると言われています。絶対にここから自力では出ることができません。これを聖書は罪と言います。これほど深刻な問題、恐ろしい問題であって、その結果、生きている間に精神的、肉多的に様々な苦しみが表に現れいろいろな不幸を患い、呪いに捕らわれ災いに遭うようになります。そのすべての原因となるものを罪と言います。罪がなにか分かるでしょうか。ここまで理論的に整理するかどうかではなく、罪を正しく理解したときに、先々週、申し上げましたように神の前で取税人のように「この罪人を憐れんでください」となるならば、道徳、法律とか他のいろいろなものが一切くずれて、神の恵み、神様の憐れみの他にはありませんとなるのを罪と言います。罪はそれほど恐ろしいのです。罪というものは絶対、解決の方法がありません。それでそれに捕らわれているまま滅びるしかないものです。サタンはときには道徳による罪でその人を捕えて、ここが見えないようにする場合もあります。罪はそのようなものではありません。それで聖書はすべての人が罪を犯したのでと言います。罪の恐ろしさ、罪の深刻性が分かっていないのでみなアプローチが間違っています。罪の解決の方法がみな間違っています。その代表的なものが宗教です。どれほど自分を磨き、どれだけ修業を積むかによって、どれほど修練を重ねることによって、頑張ることによってどうにかなるだろうなどという、そんな宗教によって宗教的な感覚、努力によって罪はどうにかなるようなたやすいものではありません。深刻で恐ろしい、絶対、解決不可能な問題です。よく分かっていないがゆえにアプローチが罪を悔いて、悔い改めて悔しく思い、後悔することによって罪の問題をどうにかしようというアプローチになりますが、それは心が痛むだけであって絶対に解決の方法になりません。悔い改めることは罪の解決ではありません。聖書的な悔い改めとは別の一般的な話です。悔いることによってどうにかなることではありません。時にはそれもできない場合には、逆にそれも同じレベルなのですが自虐的になったり、その最終的な形が自分のいのちを断ってしまう自殺によってそこから逃れようとします。自殺するからと言ってこの罪の問題から逃れられるのであればよいでしょうがそのようなものではありません。絶対に。自殺はなぜするのでしょうか。いろいろあるでしょうが、たとえ本人が「この罪を自分のいのちを断つことによってつぐなう」という思いでやったとすれば、それは最悪の勘違いです。自分のいのちを断ったとしても罪の問題にこれっぽっちも役に立ちません。罪はそれほど恐ろしいものです。霊的な次元の話です。つまり、悪魔はちっとも動かないどころか笑ってしまうし「予想どおりだ。思いどおりだ」と笑います。神の祝福はこれっぽっちも取り戻すことはできません。人生なにも幸せになりません。どんなに後悔しても。特に日本人がよく使う言葉「つぐない」。「これでつぐなえば…」刑務所でつぐなって新しく始める…というのは一般的に通じる話でしょうが、つぐなうからといって罪の問題が解決するわけではありません。そういうものではありません。これもあれもだめなので最初からの人は無視してしまいます。「罪じゃない。もうよいじゃないか」と無視するから罪がどこかへ消えたり逃げたりするものでもありません。こういったアプローチ、態度というものは結局はより深刻な問題を呼ぶだけです。なぜこうなるかというと罪が霊的次元の問題で解決が絶対不可能な問題であるその深刻性が分かっていないからです。クリスチャンでも結局同じです。

罪の恐ろしさが本当にわかったときに、この結論しか見えません。ひとつの結論しか残りません。世の中には希望がありません。人にも科学にもお金にも知識にも愛情にも希望はありません。希望はひとつしかありません。初めて上を見上げます。上にいらっしゃる方という場所の問題ではありません。今までこだわっていたものではない神様、神様の救い、神様の恵みだけが罪に対しての唯一の希望です。もし神様が動かなければそのまま絶望であり、終わりです。これが罪というものです。神様の救いだけが、神様の許し、神様が許してくださること、そこにしか希望はありません。しかし、ジレンマがあります。神様は赦したい方ですが神様の品性の中に正義の神様があり、神様は罪をそのまま「もういいよ」とパスできない方です。これっぽっちの罪でも必ずその罪は裁かれないといけない正義の神様なので赦そうとしてもできない、神の正義を満たして満足させないといけません。ですから、そこで生まれた唯一の方法、神の知恵による唯一の方法は罪のない神様ご自身が、神の御子イエス・キリストが、罪のない方が人類、私たちの罪を代りに背負って身代わりとなり、代わりに罰せられ神様の正義を満たして正義を実現する、そののち赦して受け入れること以外には方法がありませんでした。神の救いだけで希望なのに、罪の問題を解決する唯一の希望なのに、神様は罪をほっておくことのできない正義の神様です。そこで生まれる方法は1個しかありません。それを贖いと言います。つぐないでなく贖いです。身代わりとして罪のないキリスト、神様ご自身が犠牲になることによって代わりに罰せられ、私たち罪人に与えられる裁きの罰がそこに全部行くようにし、それからなかったことにして私たちを受け入れて赦す、その方法でしか罪人とである私たちを助けることができません。ですから、罪の恐ろしさが本当に分かれば、答えは身代わりとして犠牲のいけにえとなられて贖われる贖いの救い以外には方法がありません。だから、贖いの秘密と言います。そして、これは神様が途中で気づいて方法を変更なさったのではなく、アダムとエバが罪を犯した途端にこれしか方法がないと神様ご自身がよくご存知なので、一番最初から人の救い、人の罪の問題の解決、罪に捕らわれた人生から引き上げ、真の光の人生に変える、地獄から天国に移す方法として最初から約束されました。女の子孫が生まれ、蛇の頭を踏み砕くときに蛇が彼のかかとを噛みつく、血を流すこと、そのあと、アダムにイチジクの葉でつづり合わせてスカートを作っていたものを破って皮でスカートを作ります。皮で作るためには動物を殺して血を流さないといけません。象徴的にずっと羊を殺して捧げなさいと言われました。バプテスマのヨハネがイエス様を見たときに、「見よ。世の罪を背負っている神の小羊」と言いました。突然言われたことではありません。贖いの犠牲のいけにえを捧げ、贖いの方法、身代わりとして代わりに罪のない神様が死ぬこと以外には希望がありません。その結論にたどり着くようになります。罪の深刻性が本当に分かれば。最初からそうおっしゃってずっと変わらないまま、そしてそれが実現されるようになります。イエス様が今おっしゃったのを弟子たちがまったく理解できなかったことは、最初からおっしゃってずっと預言者によって言われてきて、これからそれを成就し実現するための手前でおっしゃったことです。キリストによる贖いの他には罪の問題を解決する方法はありません。それに私たちのすべての視線、神経、人生のすべてが底にフォーカスを合わせられ集中するようにならないといけません。そのとき、それ以外はなにがどうであれ、ある意味、太陽を見たとき他のなにかが何も見えないように、なにも気にならないくらいにならないといけません。贖いの奥義、贖いの主の救いの秘密以外には、なにも気にならないようにしましょう。それ以外には方法ないので。
それから、イエス様のこと、イエス様のお話、イエス様の十字架を見てください。キリストによる贖いしか方法はないのですが、イエス様はその贖いの完成者キリストでした。それゆえイエス様は今辱められ殺されるために十字架に向かって行かれます。イエス様が十字架にかけられたのは今申し上げました私たちの罪、罪人である私たちが助かるための唯一の方法、キリストとして贖いの救いの御業を完成することでした。贖いの完成の場所が十字架です。贖いの、犠牲の、救いの御業しか方法がない、それを見てそれがなにかというと十字架によって完成されたのです。それで十字架が救いの神の働きの核心であり頂点です。それが理解できないというのは他の内容も全部理解できないということです。十字架と復活が二の次になり、どこか引き出しの中にしまっていたり、10番目のテーマになっていたりします。実際的には世界の90％以上の教会は十字架と復活のことが3番目、5番目のテーマになっています。見事にサタンが働いています。ですから、全世界は他の霊的な力を持つ人々が現れて世界を揺るがしています。クリスチャンが無気力なので。福音をいただいているクリスチャンが福音の一番の核心部分を逃しているわけですから。イエス・キリストの十字架、それは当たり前で預言されていたものであって、唯一の方法である贖いの完成の御業であり、ゆえにイエス・キリストの十字架は当然なるイエスの働きであり、また働きの中で最高の働きであり、絶対的な働きです。そして、イエス様は3日目によみがえられ復活によってイエスの十字架が贖いの完成であったと証明されました。十字架と復活というものは欠かすことができないどころか、福音の救いの神の働きの核心であり頂点であり最高であり絶対的なものなのです。なぜ私たちはそのように伝わらないのでしょうか。なぜ私たちの心の中で、人生の中ではイエス様の十字架と復活がそういう位置にないのでしょうか。もしかしたら、私たちは罪のことを聖書が言っている通りに理解していないのではないでしょうか。そんな大した問題ではないと思っているのではないでしょうか。あるいは罪に他の基準によって捕らわれているのではないでしょうか。神様の恵みの中の恵みと言えば罪がなにか、それが霊的次元で理解できるように悟りが与えられ、今までああだ、こうだと力を振るっていたいろいろな理論やパワーが全部無気力になって贖いの十字架以外には見えないようになる。知識あるかないか関係なく、自分が他の人と比べたときに才能があり品性がよい者、あるいは悪い者、ワイルドであり、あるいは汚いきれいといろいろあるでしょうが、なにひとつ気に、しない、なにひとつ問題がないイエスの十字架以外には方法がありませんとなることを恵みと言います。そのためにときには神が愛する神の民に悪霊にとりつかれ罪の絶対不可能なことを体験させる場合もあります。人間の力ではどうしようもできない苦しみの中を歩かせる場合もあります。そのすべてがオンリーイエスの十字架、贖いの他には方法がありません、私がもがいてあがいてできるものではなく、身代わりとして、しかも罪のない神様ご自身が血を流すこと以外には私たちに希望はありません。そのような存在であり、そのような問題なのです。それで信じない人が見たときには愚かに見えます。世の中では宗教が本能ですから、人がどれほど頑張るか、それが基準ですから愚かに見えます。イエスの十字架と復活、皆さんぜひこの福音の核心部分があいまいであり、隠されていることが信徒のすべての問題だと知りましょう。
皆さんがメッセージを聞いたならば、いろいろな問題を抱えて、いろいろ頭が複雑な方々は神様の恵みによってこのメッセージが聞こえてきたのであれば他には祈ることはないでしょう。イエス・キリストの十字架と復活が核心として私に正しく回復できるように、他のすべてがその光によって全部消えていくぐらい照らしてください。それが祈りではないでしょうか。それがないと頑張っても必ず限界にきて、イエス様が十字架にかけられたときに皆逃げたようなことを経験するようになりますので、今はそうならなくてもよいようにイエス様が十字架にかけられてよみがえられた後の時代です。何と幸いでしょうか。明らかに全部隠さないで成就して全部ばらして全部露わに示し現してくださいました。その時代を生きるというのはなんと幸いでしょうか。問題はそれが核心部分になっていないことです。このメッセージを握って福音の核心、福音の頂点はイエス様の十字架と復活、それが明らかに露わになっているということを覚えて、皆さん自分自身に今週1週間、本当に吟味してまじめに問いかけてみてください。自分の中では福音の核心、十字架と復活、これが本当に核心としてあるのか、あるいは隠されているのではないと。福音が隠されているということもあるでしょうが、福音の核心部分が核心として私に正しい位置づけとなっているかどうか、そうでなければなにかによって隠されています。そうすると隠されているまま皆さんがどんなに頑張っても結局は無駄です。成功の、勝利の征服の道があるのに余計な汗を流す必要はありません。この質問を問いかけ続けていただきたいと思います。イエス様の十字架と復活、これが私と自分の人生の一番真ん中、中心、核心部分になっているかどうか問いかけてください。そうでない場合はなにがそれを隠しているのか。心配事なのか、今まで学んできたこと、親から言われたことなのか、自分で経験した傷なのか、あるいは自分が見てきた教会のいろいろな未熟な部分なのかなどいろいろなことがあるでしょう。親がクリスチャンなのにクリスチャンとしてかなり変なことばかりやったので、それによって十字架と復活が自分の中に隠されているのでしょうか。なにかによってサタンはそれを利用して隠しています。それがなにかということをよく吟味しながら、もしそうであれば皆さん、他のなにかにこだわらないで神の前に立ってください。私たちは神の子どもだから神はすぐに恵みを与えられます。自分がどうしようもない罪人であること、聖書的な罪のことを覚えつつ他には方法のない、道のない罪人であることを素直に告白するようにしてください。そこから始まります。

そして、イエス様の十字架、イエス様の復活が自分の罪のために自分自身のためのものであるということを認めるようにしてください。イエス様が十字架と皆さんとはあまり関係ないですよね。だから、十字架の話はキリスト教だから聞くのですが私と直接関係ありません。罪を素直に告白してみましょう。それが十字架、神の贖いの方法の他にはまったく解決の方法がない罪人であることを神の前で告白し、イエス様の十字架、関係なかった十字架、遠く離れていた十字架が自分と自分の罪のためのものであることを認めて告白してみてください。

それから、イエス様の復活によって自分もその罪の人生から改めて、新しく生まれ誕生したということに対しての確信を持つようにしてください。イエス様の復活が自分の復活です。これが私と直結しないとクリスチャンでありながらも、いつまでたっても混乱と迷いと限界らを乗り越えることができません。いつも同じことでずっと繰り返して引っかかってしまいます。覚えていてください。イエス様の復活、それが自分の復活です。だから、私は滅びる人生、暗い人生、心配しないといけない人生、どうしようもない人生、そこから新しく生まれて神の子ども、神の祝福の民となっている確信を持ってください。

それから、これからはなにがあってもそれを守れないときもあるでしょうが心に刻印してください。イエス様が十字架と復活、これを自分の中で自分の人生においてなにがどう変わろうが、なにがあろうが絶対的なもの、最高のもの、すべての中心にいつも置くと決心してください。それでいつもイエス様の十字架と復活をもってそこからスタートするようにしてください。これが自分の中で福音の核心部分が理解でき、自分の核心になります。核心だから自分の中でも確信でなければなりません。変な人を見たときにも、自分の弱さの中でもそれが先ではありません。裁くことも先ではありません。イエス様の十字架と復活、これが絶対的、一番真ん中、中心に置いておきますので、それを握ってそこから見ていてください。そうすると見方が変わるようになるでしょう。すべてが祝福に変わると思います。いつもイエス様の十字架、復活から新しく始めるようにしてください。そうすると必ず、征服する勝利の結果が与えられるようになるということをお証しするようになるでしょう。それを皆さんに手伝うために聖餐の告白をこのように繰り返しながら、聖餐のことをイメージとして覚えつつ、集まったときにも個人的にも同じです。いつでもどこでも聖餐を持って始めるように。それが今のお話です。それを最高のところ、中心に置かないといけません。聖餐の告白が皆さんの生活そのものになるように、習慣になるように。というのは繰り返して覚えるという意味ではありません。別に文字は覚える必要はありません。簡単なことでしょう。そういうことではなく、なにがあっても人生いつでも、死の直前に立っていても、死ぬときでも、イエスの十字架と復活を逃すことなく、そこを中心にしてそこから始めるという覚悟です。やってみてください。イエスの十字架と復活を回復すると、かならず、古いものは過ぎ去って、使徒1:14にある「聖霊が臨まれると力を受けて、イエスの証人となる」という約束を握って、祈りに集中するようになります。つまり、他のことではなく、神から与えられている復活によって新しく始まった神の国の祝福に取り組むようになります。十字架と復活が皆さんの核心部分になっていないので、新しい神の国の祝福に取り組むべきなのに、そこに行けないのです。ぐるぐる、序論を抜け出すことができません。理由、文句、話が多いのです。そういうものはいっさいありません。それがあるので、祈りに集中できないのです。祈ることだけです。いつかまた機会があれば細かくお話しますが、旧約時代には、モーセに神が聖霊の働きによってイスラエルを引っぱりました。他はヨシュアとカレブ、わずかな人以外は、全員パァなのです。時にはダビデに、時にはエリシャに、聖霊が働かれました。その聖霊の働きがイエスさま以来、十字架と復活のあとは、男女、子どもから大人、老人に至るまで、全員に注がれる、全員がモーセに、アブラハムに、ダビデに、サムエルになれるのです。それ以上になります。それがいまの時代なのです。いまの神の国の祝福なのです。ただ、イエスさまの十字架と復活を通らないので、そこが見えず、そこに行かないのです。そういう意味で、小さな子供でもだれでも、女性でも、ひとりでもちゃんと祈りができれば世界を変えることができるというのは、こういう話なのです。イエスの御名、偉大なる御名、イエスの十字架と復活が、アブラハムに、モーセにちょっとずつ注がれていた聖霊をクリスチャン全員に注がれて世界を変える時代が開かれました。イエスの十字架と復活によって。それがイエスの十字架と復活なのです。そこをいつも先頭に立てないといけません。それを中心に持つようにしましょう。そこから新しく始める主人公になっていただきたいと願います。お祈りします。
（お祈り）
恵み深い天の父なる神様。いちばん大事な、私たちの勝利のいちばんの鍵であるイエスさまの十字架と復活がなにかの理由で隠されて、遠ざかっていたことを、神様、どうか回復させてください。罪の正しい理解によってイエスさまの十字架と復活が絶対的なものとなり、これからはイエスの十字架と復活を中心においてそこからすべてを始めることができるクリスチャンになり、そして、使徒の働きにある祈りの主人公、その神様のみわざを私たちが自ら見ることができるように祝福して導いてください。これを隠して邪魔している暗やみの不信仰の力がイエスの御名によって砕かれ、縛りあげられて、私たちの中に十字架と復活があきらかに照らされるように聖霊様が働いてください。いやしてください。イエス･キリストの御名によってお祈りします。アーメン









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
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